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本
稿
は
「
三
国
相
伝
陰
陽
輨
轄
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集
」
と
称
さ
れ
る
書
物
に
つ
い
て
、
主
と
し

て
中
世
期
の
写
本
を
対
象
と
し
て
考
察
す
る
。
書
写
年
次
が
明
ら
か
で
、
か
つ
内
容
が
確
認
で
き
る

五
本
に
つ
い
て
、
書
誌
情
報
を
中
心
に
分
析
を
加
え
た
。

　

そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
は
中
世
末
に
東
国
（
東
北
地
方
南
部
お
よ
び
関
東
）
の
真
言
宗
寺
院
で
書
写

さ
れ
、
書
写
し
た
人
物
は
真
言
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
古

い
も
の
は
多
種
多
様
で
あ
る
一
方
で
、
近
世
版
本
の
内
容
に
近
く
整
っ
た
も
の
も
見
出
せ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
中
世
に
お
け
る
「
簠
簋
」
は
固
定
し
た
本
文
を
持
た
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
が
「
簠
簋
」

の
名
の
も
と
に
集
成
さ
れ
る
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
個
々
の
写
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
内
容
相
互
の
関
係
の
解
明
が

必
要
で
あ
る
。
特
に
「
宣
明
暦
経
注
」
と
し
て
の
内
容
に
対
し
て
、「
造
屋
篇
」
や
密
教
経
典
に
擬

す
る
「
曜
宿
経
」
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
系
統
の
知
識
が
想
定
で
き
る
。
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 Jun’ichi

は
じ
め
に

❶
「
簠
簋
」
の
研
究
史
と
課
題

❷
「
簠
簋
」
の
中
世
写
本

❸
東
北
大
学
本
の
書
誌
と
内
容

❹
南
照
寺
本
の
書
誌
と
内
容　

❺
只
見
本
の
書
誌
と
内
容

❻
国
会
図
書
館
本
の
書
誌
と
内
容

❼
歴
博
本
の
書
誌
と
内
容

❽
書
写
の
場

お
わ
り
に

　
中
世
写
本
を
中
心
に
　
付
：
天
正
十
二
年
写
本（
歴
博
本
）影
印


